
（５）記入例と作成上の留意点 

 

１）様式１号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【氏名】【性別】【生年月日】【現住所】 

・学齢簿に記載されているとおり、正確に

記入する。 

・なお、アパート等に居住する場合は、詳

細を記入する。 

【施設名】 

・新入学は幼稚園等名、小・中学

校は学校名を記入する。 

【職業・勤務先】 

【電話番号】 

・確認の上、記入する。 

【障害の種類】 

・視覚障害、聴覚障害、知的障

害、肢体不自由、病弱のうち該

当するもの（重複障害の場合は

すべて）を記入する。 

【障害の程度】 

・医師による診断を参考に、障害の程度が分かる病名

や障害名を記入する。 

・各種手帳を所持している場合は、手帳の名称及び等

級を記入する。 

【備考】 

・重複障害者であって複数の就学先が対象となる場合、市町村就学指導委員会等の答申

と市町村教育委員会の決定が異なった場合など、その判断理由を具体的に記載する。

・別紙（様式任意）としても差し支えありません。 
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２ ） 様 式 ２ 号  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【通院歴】【相談歴】【教育歴】 

・直近のものを３つまで記入する。 

【教育支援に関する調査票（保護者用）】 

・保護者による記入を原則とする。 

・聞き取りに基づき市町村担当者等が記入する場合は、保護者への説明を行い、了解

を得る。 

【希望する学校、通学方法、交流及び共同学習の実施希望、教育支援の内容に関する希望】 

・該当するものを記入する。 

・希望する理由や方法、内容などについて、できるだけ具体的に記入する。 

【学校見学、体験入学の実施】 

・実施の有無について記入する。 

・特別支援学校については、学校名を記入する。 
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【教育支援に関する調査票（学校・福祉施設等用）】 

・学級担任、担当職員による記入をもとに、必要に応じて校内委員会等による審議

を行うなどして、最終的には所属長の責任において作成する。 

【本人の状況】 

・それぞれの項目ごとに、特徴的なことを記入する。 

・所見や解釈ではなく、具体的な事実を記入する。 

【入学・転学に関する所見】 

・本人や保護者の意向を前提とした所見ではなく、「２．教育支援の内容」を踏まえ、当該児

に対し現に教育（保育）等を行っている機関としての所見を記入する。 

・学校種等（通常学級、特別支援学級、特別支援学校等）や障害種別（視覚障害、自閉症・情

緒障害学級等）の妥当性に関する表記については、根拠とする理由を併記するなど慎重に行

う。 

【教育支援の内容】 

・指導場面における具体的な

手立てと当該児の変容につ

いて、記入する。 
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【教育支援に関する調査票（専門員用）】 

・当該児の教育機関等以外に所属する専門調査員等が記入する。 

・就学先の検討において必要な情報について、専門的な観点から明示する。 

・就学先の妥当性等を示すことは馴染まない。 

【発達や生活の状況】 

・診断等の事実及び観察に基づき記入する。

・障害名や診断名にとらわれることなく、観

察した事実に基づいて記入する。 

【特記事項】 

・行動上、特記すべきものを項目別に記入する。

・病名や診断名によらず、「行動上の特性」との

観点から観察、記入する。 

【諸検査の結果】 

・直近のものを３つ

まで記入する。 

【行動観察及び諸検査の結果を踏まえた本人の全体像】 

・「１．行動観察」「２．諸検査の結果」に基づき、本人

の行動特性がわかるように記入する。 

【教育支援に関する配慮事項】 

・学習場面などを想定し、活動や参加をするための具体的な手

立てなどを記入する。 
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【教育支援に関する調査票（医師用）】 

・主治医、市町村教育支援委員会等の委員である医師などが記入する。 

・診断名及び教育活動における医療的な配慮事項について記入する。 

【学校での教育活動における医療的な配慮事項に関する所見】 

・学習活動における禁忌、留意事項を記入する。 

・本人が学習活動に参加するために必要となる病気や障害の状態に関する医療的な

配慮事項を具体的に記入する。 

・就学先に関する事項（具体的な学校名等）は記入しない。 
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【教育支援に関する調査票（市町村教育委員会用）】 

・本人へ教育支援を提供する立場、小・中学校を所管する立場から記入する。 

・教育支援委員会等を所掌する事務局としての立場からではないことに留意する。 

・「相談支援ファイル」等を活用することにより、保護者との相談経過の共有に留意する。

【本人・保護者への情報提供に関する記録】 

・市町村教育委員会が行った教育相談やガイダンスにおい

て提供した情報や確認、合意した事項を記入する。 

【就学（転学）先及び教育支援の内容に関する所見】 

・市町村教育委員会としての判断に基づき記入する。この際、教育支援委員会等

における審議で取り扱われる所見である（最終決定ではない）ことに留意す

る。 
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